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丸子地域自治センターだより  第26号図書館だより

問 丸子金子図書館　電話42-2414／有線24602
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新図書館　いよいよ５月１日オープン！

　新図書館は、予定どおりに工事が進み、３月21日に建物の引渡しを受け、建設運営研究会の委員が
現地視察を行いました。今後は備品の搬入やシステムの設置、本の移動と棚への配置を行ってから蔵書
点検をして、いよいよ開館となります。
　予定どおり利用していただけるよう移転作業を進めるとともに、現在は外構工事に着手して急ピッチ
で工事を行っています。

　新図書館は、絹の白を基調として、糸を作り出す繭と桑の葉の緑を色彩やデザインに取り入れています。
　棚と棚の間の距離は、他館よりもゆったりとしたスペースになって、閲覧席が充実し、いろいろな場
所に本を読める空間があります。また、インターネットで資料検索をしたり、郷土コーナーでじっくり
資料を調べたりすることもでき、研修室は学習室として利用することもできます。

　蔵書92,300冊の本は、それぞれの分類ごとに箱に詰めて移動しました。床に固定されていない書架も
作業スペースを作るために移動し、現在は開館当時が思い出される状況です。
　平成24年度は、解体工事が行われて更地となりますが、図書館として多くの皆様に親しまれ、ご利
用いただきました45年という歴史を、膨大な本や資料を整理しながら職員一人ひとりがあらためて感
じた移転作業となりました。

６万5千冊を収容できる書架 ボランティア室 資料を保管する書庫

幼児コーナー ロビー 研修室

新図書館のようす

広くなった館内 棚だけになった書架 箱づめされた本

丸子金子図書館のようす

　主催者代表の中村亜季さんは、「あの日のことを忘れずに、いろいろな人がここでつながって想いを共有し、
たとえ小さな支援でも、少しでも長く続けていきたいと思います。」と話していました。

地域の話題

復興への想いがつながる

迫力のステージ
パフォーマンス

　震災の状況を伝えるために、岩手県大槌町から東谷恵
子さんが参加し、津波の恐ろしさや住民の努力などをつ
づった自費出版の冊子を手にしながら、来場者へ現地の
状況などを説明しました。（写真中央が東谷さん）

　上田西高校の被災地ボランティアに関する発表には、
東谷さんも参加し、現地の被災状況やボランティア作業
に関する報告が行われ来場者が足を止めて聞き入ってい
ました。

　3月１1日丸子総合体育館で東日本大震災チャリティ
イベントつながるマーケット５が開催され、多くの来場
者でにぎわいました。
　このイベントは、市内のママ友達のグループ「アフリ
カンダンス」が中心となった実行委員会主催で開催され
たもので、今回で５回目となりました。
　会場内には多くのフリーマーケットが出店し、ステー
ジ上ではダンスなどのパフォーマンスが次々に繰り広げ
られました。
　震災復興を目的としたこのイベントは、過去４回とも
上田市内で開催され、その都度多くの来場者がありまし
たが、今回は東日本大震災発生からちょうど１年にあた
る日の開催となり、参加者・来場者とも過去最大規模の
イベントとなりました。
　参加者全員の協力で創りあげるこのイベントからは、
被災地復興に寄せるあたたかな想いが感じられました。

上田ANGELS（チアリーディング）

フリーマーケット　会場は満員

丸子中央小学校合唱部 真・下町プロレス vs 西口プロレス

ママサブ（アフリカンダンス）

午後２時46分　参加者全員による黙祷

矢代一重山太鼓
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